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と言えるだろう。 
 更に申請者は「密集」イメージを強めるモチーフとして、古生代の化石に着目した。化石は時代の断片で
あり、骨格標本は断片の集合体である。提出作品「連れなる太古」では、様々な時代の化石を「密集」さ
せ、一枚の絵画として構築している。一見、突飛なモチーフとその組み合わせであるが、本作品は自然と画
品が失われていない。それは、モチーフの色彩が抑えられ、画面全体の色調が調和しているからだと考えら
れる。形の差を横軸、色幅の差を縦軸と考えるならば、申請者の作品は、横軸は無限に展開されるが、縦軸
は少ない幅の中で展開される。仮に縦軸の幅が広く展開した場合、色彩はコントラストが激しくなり、絵画
はマークのように記号化され、結果として画品は失われていく。横軸である形の差を無限に生み出し、記号
化させ、「密集」させている申請者にとって、縦軸である色彩の差は必要のないものであり、縦軸を抑えるこ
とにより画品は保たれ、化石の集合体という難解なモチーフでさえ絵画としてまとめ上げることが出来るの
である。形を無限に組み合わせる「密集」表現とそれを成立させる色彩のバランス感覚が、作品のオリジナ
リティを形作っていると言えるだろう。 
 以上のように、幼少期から培った「密集」への探求は、申請者の作品を独自のものへと発展させ、「密集」
表現を解析した本論文は、学位論文として高く評価し、審査員全員の協議の結果、論文研究作品共に学位研
究に値すると判断した。 
今後も「密集」という独自の解釈を用いながら、古生物に拘らず様々なモチーフに挑戦してほしいと考え
る。 
 
 
